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中
国
研
究
集
刊 

號
号
（
総
五
十
六
号
）
平
成
二
十
五
年
六
月　

二
四
︱
三
四
頁

〔
学
界
時
評
〕
宋
～
明
代

吾
妻
重
二

こ
こ
で
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
四
年
間
、
宋

代
か
ら
明
代
に
至
る
思
想
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
研
究
成
果
が

あ
げ
ら
れ
た
の
か
を
日
本
の
学
界
を
中
心
に
述
べ
た
い
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
時
期
の
関
連
論
文
や
著
書
は
き
わ
め
て
多
数
に
の
ぼ
っ

て
お
り
、
紙
幅
の
関
係
上
、
そ
れ
ら
を
も
れ
な
く
取
り
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
個
々
の
論
文
は
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
単
行
本
を
中
心
に
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
と
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
単
行
本
に
限
っ
て
も
思
わ
ぬ
遺
漏
は
あ
る
か
と
思
う

が
、
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
管
見
に
入
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
取

り
上
げ
、
ま
た
、
論
評
す
る
よ
り
も
紹
介
す
る
こ
と
の
方
を
心
が

け
た
い
。
い
わ
ば
一
定
の
情
報
提
供
を
行
な
う
こ
と
で
大
方
の
参

考
に
供
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

儒
教
関
係
の
標
点
本
・
排
印
本

儒
教
研
究
に
関
し
て
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
標
点
本
そ
の
他
、
中

国
に
お
け
る
資
料
整
理
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
研

究
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
と
し
て
は
た
え
ず
目

配
り
し
て
お
く
べ
き
も
の
な
の
で
、
は
じ
め
に
紹
介
し
て
お
く
。

ま
ず
、
朱
傑
人
・
厳
佐
之
等
編
『
朱
子
全
書�

外
編
』
全
四
冊

（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
の
刊
行
が
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
、
す
で
に
『
朱
子
全
書
』
全
二
十
七
冊
（
上
海
古
籍

出
版
社
）
が
出
版
さ
れ
、
史
上
初
め
て
編
ま
れ
た
朱
熹
の
全
集
と

し
て
我
々
に
多
大
な
便
宜
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
本
書
は

そ
の
「
外
編
」
と
銘
打
ち
、
朱
熹
が
編
集
に
か
か
わ
っ
た
他
の
思

想
家
の
著
作
を
整
理
、
収
載
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
蔡
沈
『
書
集

〔
特
集
一
〕
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伝
』、
石

『
中
庸
輯
略
』、
程
顥
・
程
頤
『
程
氏
遺
書
』
お
よ
び

『
程
氏
外
書
』、
謝
良
佐
『
上
蔡
語
録
』、
朱
松
・
朱
槹
『
韋
斎
集
』

附
『
玉
瀾
集
』、
張
栻
『
南
軒
先
生
文
集
』
の
七
種
で
あ
る
。
こ

こ
で
初
め
て
標
点
本
に
な
っ
た
文
献
も
多
く
、
き
わ
め
て
有
用
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
繙
い
て
い
る
と
、
朱
熹
が
い
か
に
多
く
の
書
物

を
編
纂
し
た
か
、
そ
の
精
力
的
な
仕
事
ぶ
り
に
も
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
る
。

王
守
仁
の
著
作
に
関
し
て
は
、
呉
光
等
編
校
『
新
編
本�

王
陽

明
全
集
』
全
六
冊
（
浙
江
出
版
聯
合
集
団
・
浙
江
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
十
二
月
）
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
呉
光
氏
ら
は

一
九
九
二
年
、
三
十
八
巻
本
『
王
文
成
公
全
書
』
を
底
本
と
し

て
、『
王
陽
明
全
集
』
上
下
冊
の
標
点
本
（
四
十
一
巻
、
上
海
古

籍
出
版
社
）
を
出
版
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
王
守
仁
の
他

の
著
作
や
語
録
等
を
広
く
調
査
補
充
し
、
全
五
十
四
巻
に
拡
大
し

て
出
版
し
た
の
で
あ
っ
て
、
今
後
、
王
陽
明
全
集
の
定
本
と
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

北
京
・
中
華
書
局
の
「
理
学
叢
書
」
も
引
き
続
き
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
郭
彧
整
理
『
邵
雍
集
』（
二
〇
一
〇
年
一
月
）
が
新
た
に

刊
行
さ
れ
た
。『
観
物
内
篇
』『
観
物
外
篇
』『
伊
川
撃
壌
集
』『
漁

樵
問
対
』
な
ど
、
邵
雍
の
主
要
著
作
を
網
羅
す
る
。
難
解
な
『
観

物
内
篇
』『
観
物
外
篇
』
に
関
し
て
は
整
理
者
に
よ
る
注
を
つ
け

て
い
る
の
も
貴
重
と
思
わ
れ
る
。

北
京
・
中
華
書
局
か
ら
は
「
易
学
典
籍
叢
刊
」
も
刊
行
さ
れ
始

め
た
。
近
年
に
お
け
る
標
点
本
の
出
版
と
し
て
は
、
朱
熹
『
周
易

本
義
』（
廖
名
春
点
校
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
と
程
顥
『
周
易

程
氏
伝
』（
王
孝
魚
点
校
、
二
〇
一
一
年
五
月
）
が
あ
る
。
た
だ

し
、
前
者
が
朱
熹
原
本
の
十
二
巻
本
で
は
な
く
通
行
の
四
巻
本
を

底
本
に
し
た
の
は
理
解
に
苦
し
む
。『
周
易
本
義
』
は
古
易
テ
キ

ス
ト
へ
の
復
帰
を
意
図
し
て
十
二
巻
に
編
ま
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

読
み
や
す
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
四
巻
本
を
採
用
す
る
の
は
あ
ま

り
に
も
便
宜
主
義
的
で
あ
り
、「
易
学
典
籍
叢
刊
」
の
価
値
を
落

と
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
一
方
、
後
者

は
、
理
学
叢
書
の
標
点
本
『
二
程
集
』
か
ら
程
頤
の
『
易
伝
』
部

分
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

王
梓
材
・
馮
雲
濠
『
宋
元
学
案
補
遺
』
全
十
冊
（
中
華
書
局
、

二
〇
一
二
年
一
月
）
の
標
点
本
も
刊
行
さ
れ
、
人
名
索
引
が
つ
い

て
い
て
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、『
宋
元
学
案
』
や
『
明
儒
学
案
』

を
補
う
も
の
と
し
て
李
清
馥
『
閩
中
理
学
淵
源
考
』
上
下
冊
（
二

〇
一
一
年
十
二
月
）、
熊
賜
履
『
学
統
』（
二
〇
一
一
年
六
月
）
が

鳳
凰
出
版
社
か
ら
「
理
学
淵
源
考
辨
叢
刊
」
と
し
て
排
印
出
版
さ

れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
楊
復
『
儀
礼
経
伝
通
解
続
巻　

祭
礼
』
十
四
巻
が

葉
純
芳
・
橋
本
秀
美
編
輯
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ

る
（
全
三
冊
、
台
湾
・
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
、
二
〇
一

（ 25 ）



一
年
九
月
）。
底
本
と
な
っ
た
の
は
、
か
つ
て
戸
川
芳
郎
教
授
が

和
刻
本
『
儀
礼
経
伝
通
解
』
解
題
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇
年
）

に
お
い
て
注
意
を
喚
起
し
た
元
刻
本
で
あ
り
、
静
嘉
堂
文
庫
（
陸

心
源
皕
宋
楼
旧
蔵
）
に
蔵
す
る
天
下
の
孤
本
で
あ
る
。
葉
純
芳
氏

ら
は
同
書
を
三
ヶ
月
か
け
て
手
書
き
で
写
し
と
っ
た
と
い
う
か

ら
、
そ
の
精
励
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
書
は
朱
熹
『
儀
礼
経

伝
通
解
』
の
続
編
で
あ
り
、
句
読
点
を
施
し
た
活
字
本
と
し
て
公

開
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
朗
報
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
中
国
儀
礼
の
研
究
は
な
お
未
開
拓
の
部
分
が
多
く
、
本
書
は

そ
の
た
め
の
重
要
な
テ
キ
ス
ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

朱
子
学
・
陽
明
学
そ
の
他

さ
て
、
宋
明
時
代
の
儒
教
研
究
に
関
す
る
包
括
的
な
出
版
物
と

し
て
呉
震
・
吾
妻
重
二
主
編
『
思
想
与
文
献�

日
本
学
者
宋
明
儒

学
研
究
』（
上
海
・
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
戦
後
日
本
に
お
け
る
合
計
二
十
二
名

（
京
都
大
学
に
留
学
し
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
呉
震
教
授
を
含
む
）

の
関
連
論
文
を
中
国
語
訳
し
て
収
載
し
て
い
る
。
い
わ
ば
日
本
の

宋
明
儒
学
研
究
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。
収
載
さ
れ
た

各
論
文
は
も
と
も
と
日
本
語
で
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
、
明
記
さ

れ
た
原
載
誌
等
か
ら
、
も
と
の
日
本
語
の
論
文
を
捜
し
て
読
む
こ

と
も
容
易
で
あ
る
。

道
統
論
的
衰
退
与
新
儒
林
伝
的
展
開�

荒
木　

見
悟

関
于
体
用
的
歴
史�

島
田　

虔
次

従
《
詩
集
伝
》
看
朱
子
的
思
想
︱
以
《
国
風
》
為
中
心

�

友
枝
龍
太
郎

朱
子
哲
学
中
的
＂
太
極
＂�

山
井　
　

湧

朱
子
的
歴
史
意
識�

三
浦　

國
雄

論
李
黙
本
《
朱
子
年
譜
》
︱
与
明
代
学
術
的
展
開
相
関
聯

�

佐
藤　
　

仁

朝
鮮
版
《
朱
子
語
類
》
考�

藤
本　

幸
夫

朱
子
《
家
礼
》
与
《
儀
礼
経
伝
通
解
》�

上
山　

春
平

《
太
極
図
》
之
形
成
︱
囲
繞
儒
仏
道
三
教
的
再
検
討

�

吾
妻　

重
二

《
周
易
参
同
契
考
異
》
之
考
察�

吾
妻　

重
二

程
頤
思
想
中
＂
理
一
＂
之
特
性�

土
田
健
次
郎

朱
熹
《
雑
学
辨
》
及
其
相
関
問
題�

市
来
津
由
彦

作�

為
思
想
伝
播
之
媒
介
的
書
籍
︱
朱
子
学
＂
文
化
歴
史
学
＂　

序
説�

小
島　
　

毅

陸�
九
淵
的
＂
当
下
便
是
＂
是
＂
頓
悟
＂
論
吗
︱
＂
即
今
自
立
＂　

哲
学
序
章�

小
路
口　

聡

（ 26 ）



《
王
文
成
公
全
書
》
的
成
立
︱
兼
述
《
伝
習
録
》
的
形
成

�

山
下　

龍
二

《
伝
習
録
》
在
日
本
︱
日
本
陽
明
学
的
素
描

�

吉
田　

公
平

閭
東
本
《
陽
明
先
生
文
録
》
的
价
値�

永
冨　

青
地

楊
慈
湖
在
陽
明
学
時
代
的
重
新
出
場�

呉　
　
　

震

明�

代
余
姚
的
《
礼
記
》
学
与
王
守
仁
︱
関
于
陽
明
学
成
立
的

一
个
背
景�

鶴
成　

久
章

良
知
現
正
論
者
的
考
察
︱
従
渾
一
与
一
貫
的
試
点
出
発

�

荒
木
龍
太
郎

李
贄
的
経
世
論
︱
《
蔵
書
》
的
精
神�
佐
藤
錬
太
郎

従�

劉
宗
周
到
陳
確
︱
宋
明
理
学
向
清
代
儒
教
転
換
的
一
種
形

体�
馬
淵　

昌
也

＂
中
国
近
世
＂
的
思
想
空
間�

伊
東　

貴
之

中
国
の
学
者
は
日
本
語
の
論
文
を
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
の
で

︱
︱
日
本
の
中
国
学
者
は
英
語
の
論
文
を
あ
ま
り
読
ま
な
い
が
、

そ
れ
以
上
に
読
ま
な
い
。
日
本
語
の
論
文
抜
刷
を
渡
し
て
も
、
ほ

と
ん
ど
読
ん
で
く
れ
な
い
の
で
拍
子
抜
け
す
る
こ
と
が
多
い
︱
︱
、

こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
中
国
訳
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
意
味
の
あ

る
こ
と
で
あ
り
、
実
際
、
す
で
に
中
国
や
台
湾
に
お
い
て
反
響
が

現
わ
れ
て
い
る
。

中
国
語
訳
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
日

本
中
国
学
会
理
事
長
（
当
時
）
の
池
田
知
久
教
授
の
尽
力
に
よ
り

方
旭
東
主
編
『
日
本
学
者
論
中
国
哲
学
史
』（
華
東
師
範
大
学
出

版
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
中
国
学
会
賞
を
受
賞
し

た
哲
学
・
思
想
部
門
の
論
文
二
十
二
篇
を
翻
訳
、
収
載
し
た
も
の

で
、
宋
明
思
想
に
関
す
る
論
考
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

『
朱
子
語
類
』
の
訳
注
は
故
溝
口
雄
三
教
授
の
呼
び
か
け
に
よ

り
全
国
の
宋
代
思
想
研
究
者
を
中
心
に
研
究
班
が
作
ら
れ
、
現

在
、
作
業
が
分
担
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
以
来
、

汲
古
書
院
か
ら
そ
の
成
果
が
少
し
ず
つ
刊
行
さ
れ
、
こ
の
四
年
間

に
お
い
て
は
次
の
三
冊
が
出
版
さ
れ
た
。

巻�

十
・
十
一
（
読
書
法 

上
下
）　

興
膳
宏
、
木
津
祐
子
、
斎

藤
希
史
（
二
〇
〇
九
年
六
月
）

巻�

七
・
十
二
・
十
三
（
小
学
・
持
守
・
力
行
）　

垣
内
景
子

（
二
〇
一
〇
年
十
月
）

巻�

百
十
三
～
百
十
六
（
訓
門
人
一
～
四
）　

垣
内
景
子
（
二

〇
一
二
年
七
月
）

『
朱
子
語
類
』
は
全
百
四
十
巻
か
ら
な
る
豊
富
多
彩
な
内
容
を

も
っ
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
大
部
な
講
義
・
問
答
録
が
中
国
に
お
い

て
空
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
世
界
的
に
見

て
も
た
ぐ
い
稀
な
分
量
を
持
っ
て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
訳
注
作
業

に
加
わ
っ
て
お
り
、
訳
注
作
成
の
面
白
さ
と
苦
労
は
身
を
も
っ
て

（ 27 ）



知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
宋
代
の
み
な

ら
ず
伝
統
中
国
の
知
の
解
明
と
ア
ピ
ー
ル
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
の

多
い
出
版
物
で
あ
り
、
今
後
も
刊
行
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

朱
熹
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
木
下
鉄
矢
『
朱
子
〈
は
た
ら
き
〉

と
〈
つ
と
め
〉
の
哲
学
』（
書
物
誕
生　

あ
た
ら
し
い
古
典
入
門
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）
お
よ
び
同
氏
『
朱
熹
哲
学
の
視

軸
︱
︱
続
朱
熹
再
読
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
が
あ

る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
朱
熹
の
著
作
の
テ
キ
ス
ト
解
読
に
多
く

の
紙
幅
が
割
か
れ
て
お
り
、
朱
子
学
に
哲
学
的
に
肉
薄
し
よ
う
と

す
る
著
者
の
関
心
が
際
立
っ
て
い
て
迫
力
が
あ
る
。

藤
井
倫
明
『
朱
熹
思
想
結
構
探
索
︱
︱
以
「
理
」
為
考
察
中

心
』（
中
国
語
、
東
亜
儒
学
研
究
叢
書
九
、
国
立
台
湾
大
学
出
版

中
心
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
は
、「
理
」
を
初
め
と
し
て
「
誠
」

「
工
夫
」「
格
物
致
知
」「
心
」
な
ど
朱
子
学
の
主
要
概
念
を
厳
密

に
検
討
し
、
朱
子
学
の
思
想
的
構
造
を
探
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に

特
色
が
あ
る
。
筆
者
は
国
立
台
湾
師
範
大
学
准
教
授
で
、
本
書
は

中
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

吾
妻
重
二
『
朱
熹
《
家
礼
》
実
証
研
究
』（
中
国
語
、
呉
震
・

郭
海
良
ら
訳
、
上
海
・
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
五

月
）
は
、
冠
婚
喪
祭
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
朱
熹
『
家
礼
』
に
関

す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
関
連
論
文
を
中
国
語
訳
し
て
出

版
し
た
も
の
で
、
中
国
儀
礼
研
究
お
よ
び
『
家
礼
』
の
研
究
に
一

定
の
貢
献
を
な
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
後
半
の
「
宋
版

《
家
礼
》
校
勘
本
」
は
数
多
く
の
関
連
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
『
家

礼
』
本
文
を
詳
細
に
校
勘
し
た
も
の
で
、『
家
礼
』
テ
キ
ス
ト
の

決
定
版
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

朱
熹
に
関
し
て
は
他
に
三
浦
國
雄
『
朱
子
伝
』（
平
凡
社
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
か
つ

て
講
談
社
か
ら
「
人
類
の
知
的
遺
産
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
版
さ

れ
た
名
著
『
朱
子
』（
一
九
七
九
年
）
を
、
伝
記
部
分
を
中
心
に

改
訂
し
た
も
の
で
あ
り
、
わ
か
り
易
い
朱
子
学
入
門
書
と
な
っ
て

い
る
。

吾
妻
重
二
『
宋
代
思
想
の
研
究
︱
︱
儒
教
・
道
教
・
仏
教
を
め

ぐ
る
考
察
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
は
、
儒

教
の
ほ
か
、
道
教
や
仏
教
思
想
に
関
し
て
宋
代
を
中
心
に
幅
広
く

考
察
し
た
論
文
集
で
あ
る
。
周
惇
頤
、『
性
理
大
全
』、
中
国
近
世

宗
族
、
張
伯
端
『
悟
真
篇
』、
宋
代
の
景
霊
宮
、
二
程
の
墓
、
岩

波
文
庫
『
孟
子
』
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
き
新
た
な
考
察
を
加
え
て

い
る
。

陽
明
学
も
し
く
は
心
学
に
つ
い
て
は
吉
田
公
平
『
中
国
近
世
の

心
学
思
想
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
十
月
）
が
出
版
さ
れ
た
。

本
書
は
吉
田
教
授
の
長
年
に
わ
た
る
中
国
心
学
研
究
の
集
大
成
と

も
い
え
る
力
作
で
あ
る
。
心
学
へ
の
深
い
共
感
に
裏
付
け
ら
れ
、

宋
代
・
明
代
・
陽
明
学
、
現
代
新
儒
家
を
め
ぐ
っ
て
個
別
研
究
を
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行
な
う
と
と
も
に
、
心
学
の
現
代
的
意
義
を
問
い
か
け
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
重
要
な
研
究
成
果
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
も

ち
ろ
ん
中
国
近
世
思
想
は
心
学
が
す
べ
て
で
は
な
い
か
ら
、
心
学

以
外
の
思
想
や
学
術
（
朱
子
学
や
清
朝
考
証
学
）
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
位
置
づ
け
て
思
想
史
を
再
構
成
す
る
か
は
、
な
お
今
後
の

課
題
と
し
て
我
々
に
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

中
嶋
隆
藏
『
静
坐　

実
践
・
思
想
・
歴
史
』（
研
文
出
版
、
二

〇
一
二
年
四
月
）
は
、
宋
明
時
代
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
自

己
修
養
方
法
＝
静
坐
を
め
ぐ
る
歴
史
的
考
察
で
あ
る
。
隋
唐
以

前
、
宋
代
の
朱
熹
、
明
代
、
江
戸
時
代
、
清
末
民
国
な
ど
の
各
時

代
に
お
け
る
「
静
」「
静
坐
」
の
思
想
を
、
豊
富
な
資
料
に
も
と

づ
い
て
論
じ
て
い
る
。
静
坐
は
い
わ
ゆ
る
「
哲
学
」
の
領
域
か
ら

は
み
出
す
「
身
体
技
法
」
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
中
嶋
教
授
は
六
朝

思
想
史
の
専
門
家
で
あ
る
が
、
研
究
対
象
を
広
げ
、
中
国
近
世
・

近
代
お
よ
び
日
本
に
ま
た
が
る
こ
の
よ
う
な
意
欲
作
に
取
り
組
ま

れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
注
意
す
べ
き
著
作
と
し
て
井
川
義
次
『
宋
学
の
西

遷
︱
︱
近
代
啓
蒙
へ
の
道
』（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）

が
あ
る
。
本
書
は
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
イ
エ
ズ
ス

会
士
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
た
宋
学
の
情
報
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
詳

し
く
た
ど
っ
た
研
究
で
あ
り
、
後
藤
末
雄
『
中
国
思
想
の
フ
ラ
ン

ス
西
漸
』（
一
九
六
九
年
）、
堀
池
信
夫
『
中
国
哲
学
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
哲
学
者
』（
一
九
九
六
年
、
二
〇
〇
二
年
）
に
続
く
成
果
で

あ
る
。「
西
欧
近
代
理
性
の
形
成
に
と
っ
て
、
宋
学
か
ら
の
影
響

が
相
当
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
」（
同
書
、
終
章
）
と
述
べ
て
お

ら
れ
る
の
は
、
東
西
の
文
化
交
渉
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
宋
学
（
朱
子
学
）
＝
前
近
代
的
、
西
欧
＝
近
代
的
と
い

う
、
現
在
広
く
定
着
し
て
い
る
「
常
識
」
の
ド
グ
マ
性
に
疑
問
を

投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
後
い
っ
そ
う
展
開
す
べ
き
課
題

を
提
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
飯
山
知
保
『
金
元
時
代
の
華
北
社
会
と
科
挙
制
度
︱
︱

も
う
一
つ
の
「
士
人
層
」』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年

三
月
）
は
、
金
お
よ
び
元
の
科
挙
制
度
を
中
心
と
す
る
歴
史
的
考

察
だ
が
、
士
人
層
の
形
成
や
思
想
史
に
も
か
か
わ
る
興
味
深
い
内

容
を
も
っ
て
い
る
。

道
教
・
民
間
信
仰
・
イ
ス
ラ
ー
ム

道
教
に
関
し
て
は
、
こ
の
時
期
、「
道
教
典
籍
選
刊
」
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
明
・
陸
西
星
『
南
華
真
経
副
墨
』（
蒋
門
馬
点
校
、
北

京
・
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
の
標
点
本
が
刊
行
さ
れ

た
。
陸
西
星
は
道
教
内
丹
術
の
道
士
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ

る
。「
道
教
典
籍
選
刊
」
で
は
こ
れ
ま
で
も
道
教
関
係
の
重
要
文
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献
が
整
理
、
出
版
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

山
田
俊
『
宋
代
道
家
思
想
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二

年
六
月
）
は
、
宋
代
の
老
荘
思
想
お
よ
び
道
教
に
関
す
る
筆
者
の

近
年
の
研
究
を
集
成
し
た
も
の
で
、
宋
鸞
、
太
宗
『
逍
遥
詠
』、

晁
迥
、
陳
景
元
、
王
雱
、
呂
恵
卿
、
董
思
靖
、
林
希
逸
、
褚
伯
秀

ら
に
関
す
る
論
文
を
収
め
る
。「
あ
と
が
き
」
で
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
宋
代
の
老
荘
思
想
研
究
は
こ
こ
十
年
ほ
ど
中
国
で
急
速
に
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
の
領
域
で
あ
っ

て
、
貴
重
な
研
究
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

高
橋
文
治
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
道
教
文
書
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
一
年
十
二
月
）
は
、
全
真
教
の
勃
興
と
、
こ
れ
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
仏
教
側
と
の
「
道
仏
論
争
」
を
王
族
の
発
令
文
や
公

文
書
を
活
用
し
て
照
射
し
た
研
究
で
あ
る
。「
全
真
教
文
書
の
性

格
と
そ
の
展
開
」「
発
給
文
書
か
ら
見
た
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
道
教
」

の
二
章
に
分
か
れ
、
道
教
を
宗
教
史
的
に
た
ど
っ
た
も
の
で
は
な

い
が
、
逆
に
、
従
来
の
道
教
研
究
に
は
な
い
文
献
実
証
的
特
色
を

も
っ
て
い
る
。

近
世
を
中
心
と
す
る
民
間
信
仰
に
関
し
て
は
、
二
階
堂
善
弘

『
明
清
期
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
発
展
』（
関
西
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
九
年
二
月
）
お
よ
び
同
氏
『
ア
ジ
ア
の
民
間
信
仰
と
文
化

交
渉
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
八
月
）
の
二
著
が
刊

行
さ
れ
た
。
前
者
は
哪
吒
太
子
、
玄
天
上
帝
、
華
光
と
関
帝
、
八

仙
ら
の
考
察
を
含
み
、
後
者
は
伽
藍
神
や
妙
見
神
、
真
武
神
、
地

蔵
菩
薩
に
関
す
る
考
察
を
含
む
。
こ
れ
ら
の
神
格
は
も
っ
ぱ
ら
近

世
時
期
に
お
い
て
中
国
か
ら
周
辺
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
広
ま
り
変

容
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
筆
者
の
研
究
に
よ
っ
て
初
め
て
素
性
や

来
歴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
も
多
い
。

近
世
時
期
の
民
衆
史
・
道
教
史
研
究
に
お
け
る
第
一
人
者
で

あ
っ
た
故
酒
井
忠
夫
教
授
の
『
中
国
日
用
類
書
史
の
研
究
』（
国

書
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
も
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
一
九

五
八
年
に
書
か
れ
た
酒
井
教
授
の
論
文
「
明
代
の
日
用
類
書
と
庶

民
教
育
」
を
増
補
改
訂
し
た
も
の
で
、
宋
元
明
清
時
代
の
民
衆

史
・
教
育
史
等
に
関
し
て
必
要
な
文
献
学
的
知
見
を
披
瀝
し
て
く

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
酒
井
忠
夫
著
作
集
』
第
五
巻
「
道
家
・
道

教
史
の
研
究
」（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
二
月
）
も
刊
行
さ

れ
た
。
こ
の
書
は
前
篇
「
道
家
・
道
教
史
」
と
後
篇
「
宋
代
以
後

の
儒
教
と
道
教
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
特
に
後
篇
は
中
国
近
世
の

民
衆
レ
ベ
ル
の
思
想
研
究
と
し
て
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
の
ほ
か
、
堀
池
信
夫
『
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
形
成
︱
︱

王
岱
與
研
究
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）
も
あ
る
。

明
末
に
生
き
た
中
国
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
王
岱
與
を
中
心
に
、
中
国

に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
展
開
を
詳
し
く
考
察
し
た
も
の
で
、
近

年
、
急
速
に
浮
上
し
て
き
た
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
の
研
究
を
リ
ー
ド
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す
る
著
作
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
明
末
清
初

の
中
国
ム
ス
リ
ム
学
者
、
劉
智
の
『
天
方
性
理
』
の
訳
注
も
青
木

隆
・
佐
藤
実
氏
ら
の
努
力
に
よ
り
近
く
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
堀
池
信
夫
編
『
知
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
』（
明
治
書
院
、
二
〇

一
一
年
七
月
）
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
中

国
」「
中
国
」
の
各
篇
に
分
か
れ
、
中
国
と
東
西
文
化
交
渉
に
つ

き
壮
大
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
も
つ
論
文
集
と
な
っ
て
お
り
、

宋
明
時
代
に
か
か
わ
る
論
文
も
含
ま
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
中
国
を

中
心
と
す
る
異
文
化
間
の
交
流
・
交
渉
の
研
究
に
つ
き
、
今
後
の

期
待
を
抱
か
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
的
視
点

こ
こ
数
年
ほ
ど
の
間
、「
東
ア
ジ
ア
の
文
化
」
に
対
す
る
関
心

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
東
ア
ジ
ア
地
域

が
「
漢
字
文
化
圏
」「
儒
教
文
化
圏
」
と
い
っ
た
文
化
的
つ
な
が

り
を
も
っ
て
い
た
事
実
が
再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と

関
係
が
あ
る
。
中
国
の
文
化
は
周
辺
の
地
域
・
国
々
に
伝
わ
り
、

影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
変
容
を
遂
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
改
め
て

注
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
東
京
大
学
の
特
定
領
域

研
究
「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
」（「
寧

波
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〔
に
ん
ぷ
ろ
〕、
二
〇
〇
五
年
度
～
二
〇
〇
九

年
度
）、
関
西
大
学
の
私
立
大
学
学
術
高
度
化
推
進
事
業
「
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
」

（CSA
C,�

二
〇
〇
五
年
度
～
二
〇
〇
九
年
度
）、
関
西
大
学
の
グ

ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点
」（ICIS,�

二
〇

〇
七
年
度
～
二
〇
一
一
年
度
）
な
ど
は
文
部
科
学
省
の
支
援
に
も

と
づ
く
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
東
ア
ジ
ア

の
思
想
文
化
の
交
渉
史
を
視
野
に
収
め
て
い
る
。

ま
た
、
国
立
台
湾
大
学
が
二
〇
〇
五
年
十
月
に
設
立
し
た
人
文

社
会
高
等
研
究
院
が
進
め
て
き
た
東
ア
ジ
ア
の
文
化
と
儒
教
経
典

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
同
様
の
関
心
の
も
と
に
遂
行
さ
れ
て

お
り
、
二
〇
〇
四
年
六
月
の
黄
俊
傑
『
東
亜
儒
学
史
的
新
視
野
』

（
台
湾
大
学
出
版
中
心
）
に
始
ま
る
「
東
亜
文
明
研
究
叢
書
」
シ

リ
ー
ズ
も
数
多
く
の
成
果
物
を
刊
行
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
東
ア
ジ
ア
」
の
視
点
を
も
つ
近
世
思
想
研
究
関

係
の
成
果
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

吾
妻
重
二
・
朴
元
在
編
『
朱
子
家
礼
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交

渉
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
は
、
韓
国
国
学
振
興
院

お
よ
び
上
記
の
関
西
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
が
二
〇
〇
九
年
十

一
月
に
韓
国
で
共
催
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
朱
子
家
礼
と
東

ア
ジ
ア
の
文
化
交
渉
」
で
の
発
表
論
文
を
収
載
し
て
い
る
。
中

国
、
台
湾
、
日
本
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
等
の
『
家
礼
』

（ 31 ）



研
究
を
リ
ー
ド
す
る
代
表
的
研
究
者
が
力
作
を
寄
稿
し
て
お
り
、

充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

井
上
克
人
・
黄
俊
傑
・
陶
徳
民
編
『
朱
子
学
と
近
世
・
近
代
の

東
ア
ジ
ア
』（
日
本
学
研
究
叢
書
九
、
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、

二
〇
一
二
年
三
月
）
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、
関
西
大
学
で
開
か

れ
た
「
朱
子
生
誕
八
八
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
論
文

集
で
あ
る
。
中
国
・
台
湾
・
日
本
の
研
究
者
の
論
文
を
収
め
る

が
、
中
国
語
の
論
文
は
日
本
語
訳
さ
れ
、
す
べ
て
日
本
語
の
論
文

集
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
語
の
書
物
が
台
湾
か
ら
出

版
さ
れ
る
と
い
う
の
も
た
い
へ
ん
面
白
い
現
象
で
あ
る
。

馬
淵
昌
也
編
著
『
東
ア
ジ
ア
の
陽
明
学　

接
触
・
流
通
・
変

容
』（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
叢
書
、
二
〇
一
一
年
一
月
、

東
方
書
店
）
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
陽
明
学
」

お
よ
び
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
お
け
る
「
陽
明
学
の
現

在
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
収
め
た
論
文
集
で
あ
り
、
日
本
・

台
湾
・
韓
国
の
陽
明
学
的
研
究
者
に
よ
り
、
日
中
韓
そ
れ
ぞ
れ
の

陽
明
学
が
持
つ
多
彩
な
側
面
を
描
き
出
し
そ
う
と
し
て
い
る
。

学
習
院
大
学
で
は
ま
た
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
、
大
澤
顯
浩
編

『
東
ア
ジ
ア
書
誌
学
へ
の
招
待
』
第
一
巻
お
よ
び
第
二
巻
（
東
洋

文
化
研
究
叢
書
、
東
方
書
店
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
東

ア
ジ
ア
に
広
ま
っ
た
漢
籍
の
重
要
事
項
に
つ
き
論
じ
て
お
り
、
と

り
わ
け
第
二
巻
は
宋
明
以
降
の
状
況
を
幅
広
く
論
じ
て
い
て
教
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

ま
た
、
松
浦
章
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
情
報
の
発
信
と

受
容
』（
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
叢
刊
第
四
輯
、
雄
松

堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）
は
、
上
述
し
た
関
西
大
学
「
ア
ジ

ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
あ
り
、

思
想
の
ほ
か
儀
礼
、
言
語
、
歴
史
な
ど
の
諸
領
域
を
め
ぐ
っ
て
新

た
な
研
究
成
果
を
収
め
て
い
る
。

仏
教
に
関
し
て
い
え
ば
、
石
井
公
成
編
集
『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史

10　

朝
鮮
半
島
・
ベ
ト
ナ
ム　

漢
字
文
化
圏
へ
の
広
が
り
』（
佼

成
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
五
月
）
が
刊
行
さ
れ
、
近
世
・
近
代
に

お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
を
考
察
し
て
い
る
。
朝
鮮
や
ベ
ト
ナ
ム

の
仏
教
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
仏
教
史
は
こ
れ
ま
で
稀
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
書
の
斬
新
さ
が
知
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

こ
の
ほ
か
上
記
「
寧
波
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
果
と
し
て
は
、

「
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
」
シ
リ
ー
ズ
が
二
〇
一
〇
年
よ
り
汲
古
書

院
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
そ
の
他

こ
の
間
、
宋
明
時
代
の
思
想
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

多
数
開
催
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
い
く
つ
か
紹
介
し
た
が
、
他
に
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管
見
に
入
っ
た
限
り
で
も
、
朱
子
学
に
関
し
て
は
清
華
大
学
の
陳

来
教
授
・
華
東
師
範
大
学
の
朱
傑
人
教
授
を
中
心
に
二
〇
一
〇
年

か
ら
「
朱
子
学
国
際
学
術
研
討
会
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
二
〇

一
一
年
に
は
厦
門
大
学
を
中
心
と
し
て
「
中
国
朱
子
学
会
」
成
立

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
『
日

本
中
国
学
会
便
り
』
二
〇
一
一
年
第
二
号
に
報
告
が
あ
る
の
で
参

照
さ
れ
た
い
。

二
〇
〇
九
年
十
一
月
に
は
中
国
杭
州
で
「
陽
明
学
派
国
際
学
術

研
討
会
」
が
開
か
れ
、
論
文
集
と
し
て
銭
明
編
『
陽
明
学
派
研
究

︱
︱
陽
明
学
派
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』（
杭
州
出
版
社
、
二

〇
一
一
年
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
朱
舜
水
に
関
し
て
は

二
〇
一
〇
年
十
一
月
、
国
立
台
湾
大
学
で
「
朱
舜
水
与
東
亜
文
明

発
展
」
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
そ
の
論
文
集
と
し
て

徐
興
慶
編
『
朱
舜
水
与
近
世
日
本
儒
学
的
発
展
』（
国
立
台
湾
大

学
出
版
中
心
、
二
〇
一
二
年
十
月
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
は
い
ず
れ
も
日
本
の
研
究
者
が
多
数
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
二
〇
〇
九
年
九
月
に
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学

会
」
が
成
立
し
た
こ
と
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
学
会
は
上

述
し
た
関
西
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
文
化
交
渉
学
教
育
研
究

拠
点
」
が
中
心
に
な
っ
て
組
織
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
年
次

大
会
開
催
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回�

�

多
元
文
化
交
渉
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ　

二
〇

〇
九
年
六
月　

関
西
大
学

第
二
回�

�

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
交
渉　

二
〇
一
〇
年
五

月　

国
立
台
湾
大
学
（
台
湾
）

第
三
回�

�

辛
亥
革
命
と
ア
ジ
ア　

二
〇
一
一
年
五
月　

華
中

師
範
大
学
（
中
国
）

第
四
回�

�

災
害
と
東
ア
ジ
ア　

二
〇
一
二
年
五
月　

高
麗
大

学
校
（
韓
国
）

こ
れ
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
発

表
の
ほ
か
に
多
く
の
分
科
会
が
設
け
ら
れ
、
日
本
や
中
国
は
も
ち

ろ
ん
、
台
湾
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
研
究
者
が
参
加
す
る
大

規
模
な
学
会
と
な
っ
て
い
る
。
年
次
大
会
の
第
五
回
は
二
〇
一
三

年
五
月
、
香
港
城
市
大
学
で
「
描
か
れ
る
新
し
い
世
界
：
東
ア
ジ

ア
の
歴
史
・
文
化
と
未
来
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
開
か
れ
る

予
定
で
あ
る
。

な
お
、
中
国
学
に
関
す
る
情
報
収
集
・
処
理
の
技
術
や
ツ
ー
ル

は
近
年
、
大
き
な
進
歩
を
と
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
漢
字

文
献
情
報
処
理
研
究
会
編
『
電
脳
中
国
学
入
門
』（
代
表
：
二
階

堂
善
弘
、
好
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
が
役
に
た
つ
の
で
付

言
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
四
年
間
に
お
い
て
宋
明
思
想

に
関
し
て
豊
か
な
研
究
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か

る
。
朱
子
学
や
陽
明
学
な
ど
儒
教
に
関
す
る
個
別
研
究
の
ほ
か
、

（ 33 ）



道
教
、
仏
教
、
民
間
信
仰
、
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
に
関
す
る
研
究
、

儒
教
の
再
評
価
、
東
ア
ジ
ア
的
視
点
に
よ
る
刊
行
物
や
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な
ど
、
豊
穣
な
文
化
世
界
へ
の
目
配
り
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
、
広
範
な
視
野
と
精
確
な
実

証
性
を
そ
な
え
た
研
究
が
よ
り
多
く
現
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
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